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§１．研究成果の概要 

現代社会を支える通信、制御、センシング技術は半導体デバイスにより成り立っている。ダイオ

ードやトランジスターなどの半導体デバイスの機能は異種化合物の界面において発現する。本研

究では、デラフォサイト型層状金属と半導体をイオン層の配列を制御して接合し、新しい機能性界

面の開発に取り組む。 

 今年度は、デラフォサイト型層状金属の薄膜表面に現れるスピン物性の詳細を明らかにした。サ

ファイヤ基板上に作製した PdCoO2薄膜の ab 面方向に磁場を印可しながら周波数ωの交流電流

を印可して磁気抵抗を測定した。磁気抵抗のω成分と 2ω成分の磁場印可角度依存性から、

PdCoO2薄膜表面のラシュバスピン軌道相互作用の大きさを見積もった 1)。 

また、デラフォサイト型層状金属のデバイス用電極としての用途を探索するために、各種半導体

との接合作製に取り組んだ。さらに、大面積の薄膜作製に適した薄膜作製法の開発を行った。デ

ラフォサイト型層状金属の薄膜研究について、現在までの進展と今後の展望について総説論文を

発表した 2)。 
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